
6 

11,928 11,926 11,793 11,738 11,664

54,352 54,340 54,070 53,940 53,652

16,096 16,511 17,302 18,474 19,482

82,376 82,777 83,165 84,152 84,798

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

0～14歳 15～64歳 65歳以上

（人）

第２章 摂津市を取り巻く状況 
 

１ 人口の状況 

 

（１）年齢３区分別人口の推移 

  総人口では、緩やかな増加傾向にあり、平成 26年で 84,798人となっています。 

年齢 3区分別人口でみると、65歳以上人口は増加傾向にある一方、０～14歳の年少

人口、15～64歳の生産年齢人口は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 各年度４月１日現在（平成 25 年度以降は外国人を含む） 
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755 789 791 785 776 765 753

805 755 789 791 785 776 765

784 793 744 776 780 773 764

815 779 788 741 773 776 770

724 798 766 774 729 758 762

765 730 805 771 782 735 766

4,648 4,644 4,683 4,638 4,625 4,583 4,580 

0

2,000

4,000

6,000

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

（人） 実績 推計

778 765 730 805 771 781 735

738 778 765 730 805 772 783

766 728 767 755 720 794 762

772 773 734 774 762 728 802

759 763 764 726 766 753 720

823 755 759 759 721 762 749

4,636 4,562 4,519 4,549 4,545 4,590 4,551 

0

2,000

4,000

6,000

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳

（人） 実績 推計

（２）０～５歳人口の推移 

  ０～５歳人口は、平成 27年をピークに、それ以降緩やかに減少すると予測されます。

年齢別にみると、０歳児を除き各年齢で増減しながら推移することが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（平成 22 年４月～平成 26 年４月のデータをもとにコーホート変化率法により推計） 

 

（３）６～11歳人口の推移 

６～11歳は、平成 3１年まで増減しながら推移することが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（平成 22 年４月～平成 26 年４月のデータをもとにコーホート変化率法により推計） 
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966 981 
930 905 908 

863 
828 847 838 823 

786 

538 554
579 562

628
587

551

628 618 633 652

500

600

700

800

900

1,000

1,100

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人）

出生 死亡

5,460 

4,936 

4,659 4,594 
4,723 

4,573 

4,349 4,127 

4,757 4,903 

5,377 

5,574
5,661

5,055

5,267
5,358

5,027
5,097

4,612

4,6034,609

4,662

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人）

転入 転出

 

２ 人口動態 

 

（１）出生数と死亡数の推移 

 

 出生数と死亡数による自然動態で

は、出生数が死亡数を上回っています。 

 しかし、出生数は減少傾向、死亡数

は増加傾向にあり、その差が年々小さ

くなっています。 

 

 

 

 

 

（資料：摂津市統計要覧） 

 

（２）転入数と転出数の推移 

 

転入数と転出数による社会動態で

は、転入数が転出数を下回っていまし

たが、平成 22 年に逆転しています。

これは、南千里丘地域の大規模開発に

よる住宅供給等により、転入者が増加

したものです。 

なお、平成 24年の転入数には、外

国人登録制度の廃止に伴う外国人の

住民基本台帳への移行分が含まれま

す。 

（資料：摂津市統計要覧） 
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1,156 1,152 
1,062 

948 
918 

849 

1,058 
995 

948 
905 

870 

349 361
315 297

252
299 301

342
293 287 311

200

400

600

800

1,000

1,200

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（件）

婚姻 離婚

32,355 33,831 34,942

2.60 2.48 2.37 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成12年 平成17年 平成22年

（世帯） （人）

一般世帯数 一世帯当たりの人員

（３）婚姻数と離婚数の推移 

 

婚姻数と離婚数の推移では、婚姻数

は平成 20年で増加していますが、そ

れを除くと減少傾向にあり、平成 24

年で 870件となっています。 

離婚数は、増減しながら推移してい

ます。 

 

 

 

 

（資料：摂津市統計要覧） 

 

 

３ 世帯の状況 

 

（１）一般世帯数の推移 

 

一般世帯数の推移では、増加

傾向にあり、平成 22年では、

34,942世帯となっています。 

一方、一世帯当たりの人員は、

減少傾向にあり、平成 22年で

2.37人となっており、家族の小

規模化が進んでいます。 

 

 

      （資料：国勢調査） 

 



10 

（２）家族構成別世帯の推移 

  家族構成別世帯では、おおむね横ばいで推移しているものの、一般世帯のうち核家族世

帯が６割以上を占めていますが、その割合は減少傾向にあります。 

  一方、単身世帯は増加傾向にあり、平成 17年以降３割以上を占めています。 

 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

一般世帯数 計 
世帯 32,355 33,831 34,942 

％ 100.0 100.0 100.0 

 
核家族世帯 

世帯 20,751  21,082  20,953  

％ 64.1  62.3  60.0  

その他親族世帯 
世帯 2,481  2,341  2,035  

％ 7.7  6.9  5.8  

非家族世帯 
世帯 134  229  380  

％ 0.4  0.7  1.1  

 
単身世帯 

世帯 8,989  10,179  11,568  

％ 27.8  30.1  33.1  

（資料：国勢調査） 

※（家族類型の不詳は総数に含む） 

 

（３）ひとり親世帯の推移 

  ひとり親世帯は、増加傾向にあり、平成 22年で 998世帯と、平成 12 年に比べ 238

世帯増加しています。 

  母と 18歳未満の子の世帯、父と 18歳未満の子の世帯ともに増加傾向にあり、平成 12

年と平成 22 年を比べると、前者は 208 人（31.9％）、後者は 30 人（27.8％）それぞ

れ増加しています。 

 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

一般世帯数 計 
世帯 32,355 33,831 34,942 

％ 100.0 100.0 100.0 

 
ひとり親世帯 計 

世帯 760 883 998 

％ 2.3 2.6 2.9 

（うち） 

母と 18歳未満の子の世帯 

世帯 652 772 860 

％ 2.0 2.3 2.5 

（うち） 

父と 18歳未満の子の世帯 

世帯 108 111 138 

％ 0.3 0.3 0.4 

（資料：国勢調査） 
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（資料：国勢調査） 

20,133 19,942 19,212 

8,207 7,916 7,403 

3,055 3,089 3,059 

37.2 
39.0 

41.3 

0.0

20.0
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60.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成12年 平成17年 平成22年

（世帯） （％）

夫婦のいる世帯

共働き世帯

共働き世帯（18歳未満の子どもあり）

共働き世帯（18歳未満の子どもあり）の割合

14.8 

55.4 

63.5 

55.0 56.3 
60.9 

63.5 61.6 
56.1 

44.7 

25.6 

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

15～

19

20～

24

25～

29

30～

34

35～

39

40～

44

45～

49

50～

54

55～

59

60～

64

65～

69
（歳）

全国 大阪府 摂津市

（％）

（４）共働き世帯の推移 

  共働き世帯は、夫婦のいる世帯の減少に伴い、減少しています。 

  18歳未満の子どものいる共働き世帯は、増減しながらほぼ横ばいで推移していますが、

共働き世帯に占める割合は緩やかに上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：国勢調査） 

 

４ 女性の就業状況 

 

 女性の就業率では、摂津市、大阪府、全国ともに 30歳代において就業率が低下し、40

歳代で上昇する曲線を描いています。 

摂津市は、全国に比べ、20～59歳において低い水準となっており、女性の就業率が低

くなっています。大阪府と比べると、ほぼ同水準となっていますが、摂津市は 35～39歳、

40～44歳で割合が若干高くなっています。 
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1,627 1,638 1,670 1,721 1,798 

1,615 1,675 1,705 1,735 1,785 

100.7
97.8 97.9 99.2

100.7

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

入所児童数 定員 充足率

（％）（人）

308 265 260 257 228 

905 900 832 787 780 

1,213 1,165 
1,092 1,044 1,008 

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

園児数（私立） 園児数（公立）

（人）

 

５ 保育所・幼稚園・認定こども園の入所・入園状況 

 

（１）保育所等の入所状況 

  保育所・認定こども園（保育所部分）の入所状況では、入所児童数が年々増加傾向にあ

ります。平成 21年度と比較すると平成 25年度までに保育所定員は 170人増加していま

すが、依然として待機児童が発生している状態にあります。 

  今後も保育需要の増大が予想される中、待機児童の解消に向けて、地域型保育事業の実

施や保育所定員の増加を図っていく必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：摂津市統計要覧） 

 

（２）幼稚園等の入園状況 

  幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の入園状況では、私立、公立ともに入園児童数は

減少しており、平成 25 年度は平成 21 年度に比べ、全体で 205 人減少しており、幼稚

園に対する需要が減少していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：摂津市統計要覧） 
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（資料：摂津市統計要覧） 

（３）施設別にみる保育所・幼稚園・認定こども園の利用状況 

  施設別にみる保育所、認定こども園の利用者数の推移では、公立保育所の利用者は別府

保育所で増加、そのほかの保育所はほぼ横ばいで推移しています。 

  一方、私立保育園、認定こども園の利用者数は、各園でおおむね横ばいか増加で推移し

ています。 

 

 ◆保育所の利用状況                         （単位：人） 

保育所名 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 

公
立 

正雀保育所 98  93  101  102  102  

別府保育所 54  67  59  66  69  

鳥飼保育所 103  97  101  100  100  

子育て総合支援センター 137  142  145  144  145  

私
立 

千里丘愛育園 89  85  73  99  102  

勝久寺保育園 52  47  51  59  64  

一津屋愛育園 96  119  127  129  123  

藤森保育園 66  69  63  61  64  

とりかい保育園 48  49  49  49  49  

摂津さつき保育園 90  78  82  81  85  

鳥飼さつき園 243  232  212  191  212  

正雀愛育園 133  131  134  133  145  

つるのひまわり保育園 99  97  102  99  100  

とりかいひがし保育園 100  100  100  106  111  

せっつ保育園 124  135  136  145  149  

摂津ひかり保育園 95  97  99  99  97  

摂津ひかりにこにこ保育園※ -  -  36  58  81  

 ※摂津ひかりにこにこ保育園は認定こども園 
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（資料：摂津市統計要覧） 

  施設別にみる幼稚園利用者数の推移では、公立幼稚園の利用者数はべふ幼稚園で平成 23

年度まで緩やかに増加しているものの、全体的に利用者数は減少傾向にあります。 

  私立幼稚園の利用者数は、公立と同様に全体的に減少傾向にあります。 

 

 ◆幼稚園の利用状況                         （単位：人） 

幼稚園名 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 

公
立 

せっつ幼稚園 161 120 123 144 129 

べふ幼稚園 55 58 59 47 41 

とりかい幼稚園 92 87 78 66 58 

私
立 

三島幼稚園 207 204 193 186 184 

かおり幼稚園 283 277 255 232 252 

摂津ひかり幼稚園 415 419 384 369 344 

※摂津ひかり幼稚園は認定こども園 

 

（４）小学校別にみる学童保育室の入所状況 

  学童保育室の入所状況では、１～３年生のうち、各小学校で２～３割の人が学童保育室

に入所しており、市全体でも 667人が利用と、児童数の約３割が学童保育室を利用してい

ます。 

 

 

◆学童保育室の入所状況（平成 25年度）                  （単位：人） 

小学校名 児童数 入室児童数 １年 ２年 ３年 

千里丘 162 59 18 12 29 

三宅柳田 284 88 39 26 23 

摂津 322 98 35 35 28 

味舌 209 61 23 20 18 

別府 258 63 33 17 13 

味生 161 45 21 15 9 

鳥飼西 302 87 32 30 25 

鳥飼北 259 77 26 29 22 

鳥飼 164 59 19 21 19 

鳥飼東 119 30 14 11 5 

合計 2,240 667 260 216 191 

（資料：摂津市資料） 
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42.6 

1.2 

26.6 

2.0 

2.6 

49.1 

13.8 

0.5 

14.4 

47.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【母 親】

【父 親】

就学前児童（N=1,329）

働いていなかった
育児休業を取った、あるいは、今取っている
育児休業を取らずに働いた
育児休業を取らずに離職した
不明・無回答

６ ニーズ調査結果にみる現状 

 

（１）育児休業の取得状況 

 ① 育児休業の取得状況 

  育児休業の取得状況では、母親で３割近くが取得しています。父親は２％にとどまって

います。また、母親においては１割強の人が離職しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 育児休業を取らずに働いた理由 

 

育児休業を取らずに働いた理由

は、母親では「収入減となり、経

済的に苦しくなる」「職場に育児休

業を取りにくい雰囲気があった」

など、経済的な面や職場などで取

得しづらい環境がうかがえます。 

父親においても「仕事が多く忙

しいため取れそうになかった」「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気

があった」で２～３割の回答がみ

られており、育児休業を取りやす

い環境づくりが求められています。 

22.9 

17.1 

8.6 

8.6 

5.7 

28.6 

22.9 

0.0 

2.9 

2.9 

8.6 

0.0 

2.9 

45.7 

2.9 

22.5 

26.5 

0.5 

2.3 

1.8 

19.0 

0.9 

6.6 

44.0 

1.4 

15.8 

0.3 

1.1 

10.0 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が多く忙しいため取れそうになかった

出産後すぐに仕事に復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などに

みてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知らなかった

その他

不明・無回答

母親（N=35） 父親（N=653）
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（２）子どもと一緒に過ごす時間 

  子どもと一緒に過ごす時間では、就学前児童、小学生児童ともに平日、休日において母

親に比べ、父親のほうが子どもと一緒に過ごす時間が取れないことに不十分さを感じてい

ます。父親の育児参加が進んできている中、父親も子どもと過ごす時間が増えてきている

と考えられますが、今後も父親の育児等への参加の促進に努める必要があります。 

 

〈就学前児童〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈小学生児童〉 
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78.3 

25.1 

11.4 

13.9 
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8.6 

1.0 

2.0 

0.7 

4.4 

7.5 
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平日

休日

【母親】（N=1,329）

十分だと思う まあまあ十分だと思う
あまり十分だと思わない 不十分だと思う
わからない 不明・無回答

6.0 

46.0 

19.5 

23.1 

22.0 

7.3 

35.3 

7.8 

4.2 

2.0 

12.9 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

【父親】（N=1,329）

十分だと思う まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない 不十分だと思う

わからない 不明・無回答

39.3 

65.8 

35.3 

19.6 

12.6 

2.1 

6.6 

1.9 

2.9 

2.1 

3.3 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

【母親】（N=699）

十分だと思う まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない 不十分だと思う

わからない 不明・無回答

10.2 

41.6 

24.5 

24.3 

21.3 

9.0 

25.8 

7.7 

5.4 

3.0 

12.9 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

【父親】（N=699）

十分だと思う まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない 不十分だと思う

わからない 不明・無回答



17 

（３）家庭における子育て支援 

子育ての感じ方については、就学前児童、小学生児童ともに「楽しいと感じることの方

が多い」が５割以上となっています。 

子育てや教育を主に行っている人別にみると、就学前児童、小学生児童ともに母親のみ

で行っている人に比べ、父母ともに行っている人のほうが、子育てにつらさを感じるより

も楽しさを感じている傾向があり、家庭内で協力できることが重要となっています。 

 

○子育ての感じ方 

63.0 

28.7 

3.2 

2.9 

0.6 

1.7 

58.1 

31.3 

3.9 

4.0 

0.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

つらいと感じることの方が多い

わからない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=1,329） 小学生児童（N=699）
 

 

○子育てや教育を主に行っている人別にみた子育ての感じ方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.8 

26.6 

1.5 

2.8 

0.7 

1.7 

57.9 

31.8 

5.2 

3.1 

0.5 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80%

楽しいと感じること

の方が多い

楽しいと感じることとつらい

と感じることが同じくらい

つらいと感じること

の方が多い

わからない

その他

不明

子育てや教育を父母ともに（N=723）

子育てや教育を主に母親（N=579）

【就学前児童】

63.9 

25.1 

3.3 

4.5 

1.0 

2.3 

49.5 

40.0 

4.9 

3.5 

0.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

楽しいと感じること

の方が多い

楽しいと感じることとつらい

と感じることが同じくらい

つらいと感じること

の方が多い

わからない

その他

不明

子育てや教育を父母ともに（N=399）

子育てや教育を主に母親（N=285）

【小学生児童】
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37.5 

29.5 

16.5 

9.9 

3.8 

8.3 

21.9 

34.4 

42.2 

21.2 

8.3 

6.1 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における子育て支援の充実

（一時預かり、育児相談など）

保育サービスの充実

子育てしている親同士が集まれる場の充実

（つどいの広場など）

地域における子どもの活動拠点の充実

（児童センターなど）

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

不明・無回答

就学前児童（N=424）

（４）子育てをする中で必要な支援や対策 

 子育てをつらいと感じている人の子育てのつらさを解消するために必要な支援や対策に

ついては、就学前児童では「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」「地域におけ

る子育て支援の充実」「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」といった労働環境の

整備や地域における子育て支援、子育てしやすいまちづくりなどが求められています。小

学生児童では、これらに加えて、「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」といった子ども

の安全対策が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6 

9.8 

26.0 

30.5 

37.8 

39.4 

37.0 

10.6 

8.9 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学童保育の充実

子育てしている親同士が集まれる場の充実

地域における子どもの活動拠点の充実

（児童センターなど）

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

不明・無回答

小学生児童（N=246）
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70.7 

76.1 

24.9 

20.6 

4.4 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=1,329）

小学生児童

（N=699）

感じる 感じない 不明・無回答

（５）地域における子育て支援 

 子育てが地域の人に支えられていると感じるかどうかでは、７割以上の人が「感じる」

と回答しています。 

 また、子育ての感じ方でみると、楽しいと感じている人のほうが、地域の人に支えられ

ていると感じる人が多くなっています。今後も子育ての不安や負担を解消していく上では、

こうした地域のつながりづくりをはじめ、地域における子育て支援を進めていくことが必

要となっています。 

 

○子育てが地域の人に支えられていると感じるかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子育ての感じ方別にみる子育てが地域の人に支えられていると感じるかどうか 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.2 

64.9 

33.3 

63.2 

20.0 

31.7 

59.5 

31.6 

3.8 

3.4 

7.1 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しいと感じることの

方が多い（N=837）

楽しいと感じることと

つらいと感じることが

同じくらい（N=382）

つらいと感じることの

方が多い（N=42）

わからない（N=38）

感じる 感じない 不明・無回答

【就学前児童】

83.3 

70.3 

44.4 

71.4 

12.6 

28.3 

51.9 

28.6 

4.2 

1.4 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しいと感じることの

方が多い（N=406）

楽しいと感じることと

つらいと感じることが

同じくらい（N=219）

つらいと感じることの

方が多い（N=27）

わからない（N=28）

感じる 感じない 不明・無回答

【小学生児童】
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（６）子育てについての悩みの解消 

 子育ての感じ方別に子どもに関することの悩みをみると、子育てをつらいと感じるほど、

悩みが多く、就学前児童では子どもの成長や子どもへの接し方、小学生児童では子どもの

教育や友だちづきあいなどの悩みがうかがえます。 

  こうした悩みに対しては、地域や行政等が協力しながら、対応していくことが求められ

ています。 

 

○子育ての感じ方別にみる日常悩んでいることや気になること（子どもに関すること） 

  

27.1 

30.8 

9.0 

14.8 

33.6 

19.8 

2.5 

27.1 

3.2 

1.6 

35.6 

33.2 

32.7 

16.8 

40.6 

29.8 

3.7 

11.3 

5.5 

1.6 

52.4 

52.4 

66.7 

11.9 

45.2 

42.9 

2.4 

0.0 

2.4 

2.4 

36.8 

26.3 

39.5 

10.5 

34.2 

31.6 

2.6 

15.8 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

病気や発育発達

に関すること

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に

自信が持てないこと

子どもと過ごす時間

が十分取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあい

に関すること

子どもの不登校など

特にない

その他

不明

楽しいと感じることの方が多い（N=837）

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

（N=382）

つらいと感じることの方が多い（N=42）

わからない（N=38）

【就学前児童】

14.3 

14.8 

5.4 

12.1 

36.7 

41.1 

0.5 

27.6 

1.7 

1.7 

21.9 

20.5 

17.8 

16.4 

50.7 

53.4 

0.5 

9.6 

1.8 

0.5 

33.3 

18.5 

44.4 

18.5 

59.3 

59.3 

7.4 

0.0 

3.7 

3.7 

14.3 

14.3 

14.3 

7.1 

25.0 

32.1 

0.0 

39.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

病気や発育発達

に関すること

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に

自信が持てないこと

子どもと過ごす時間

が十分取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあい

に関すること

子どもの不登校など

特にない

その他

不明

楽しいと感じることの方が多い（N=406）

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

（N=219）

つらいと感じることの方が多い（N=27）

わからない（N=28）

【小学生児童】
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 保護者に関することでは「子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまう」

「子育てによる身体の疲れが大きいこと」などが悩みとして多くなっており、こうした悩

みの解消や軽減に向けたケアなどが求められています。 

 

○子育ての感じ方別にみる日常悩んでいることや気になること（回答者（保護者）に関すること） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8 

7.9 

2.3 

3.8 

1.4 

33.2 

8.6 

15.7 

17.0 

30.1 

10.9 

20.0 

19.0 

2.6 

3.2 

28.8 

11.8 

6.8 

14.7 

6.3 

58.6 

17.0 

50.8 

35.9 

35.9 

16.5 

34.6 

2.1 

2.4 

1.6 

38.1 

28.6 

31.0 

38.1 

28.6 

59.5 

35.7 

76.2 

76.2 

38.1 

23.8 

59.5 

0.0 

0.0 

2.4 

21.1 

7.9 

10.5 

0.0 

0.0 

55.3 

10.5 

39.5 

23.7 

23.7 

10.5 

28.9 

5.3 

2.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てに関して配偶者

の協力が少ないこと

配偶者と子育てに関して

意見が合わないこと

子育てに関して話し相手

や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいこと

など自分の時間が十分

取れないこと

配偶者以外に子育てを

手伝ってくれる人が

いないこと

子育てのストレスなどから

子どもにきつくあたって

しまうこと

子育てによる身体の疲れ

が大きいこと

子育てにかかる

出費がかさむこと

住居がせまいこと

経済的に生活が苦しい

特にない

その他

不明

楽しいと感じることの方が多い（N=837）

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

（N=382）

つらいと感じることの方が多い（N=42）

わからない（N=38）

【就学前児童】

子育てが大変なことを、ご自

身や配偶者の親、親せき、近

隣の人、職場など周りの人が

理解してくれないこと

ご自身の子育てについて、ご

自身や配偶者の親、親せき、

近隣の人、職場など周りの

見る目が気になること

9.6 

4.7 

1.0 

3.7 

0.7 

25.4 

4.4 

14.8 

6.9 

31.0 

9.1 

15.8 

30.5 

3.0 

3.0 

19.2 

11.4 

2.7 

9.6 

3.7 

36.5 

11.0 

38.4 

17.4 

44.3 

12.3 

31.5 

9.1 

2.7 

0.9 

25.9

25.9

22.2

33.3

11.1

59.3

29.6

74.1

55.6

48.1

25.9

48.1

3.7

7.4

0

3.6 

10.7 

3.6 

3.6 

3.6 

21.4 

3.6 

25.0 

7.1 

32.1 

10.7 

21.4 

32.1 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てに関して配偶者

の協力が少ないこと

配偶者と子育てに関して

意見が合わないこと

子育てに関して話し相手

や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいこと

など自分の時間が十分

取れないこと

配偶者以外に子育てを

手伝ってくれる人が

いないこと

子育てのストレスなどから

子どもにきつくあたって

しまうこと

子育てによる身体の疲れ

が大きいこと

子育てにかかる

出費がかさむこと

住居がせまいこと

経済的に生活が苦しい

特にない

その他

不明

楽しいと感じることの方が多い（N=406）

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

（N=219）

つらいと感じることの方が多い（N=27）

わからない（N=28）

【小学生児童】

子育てが大変なことを、ご自

身や配偶者の親、親せき、近

隣の人、職場など周りの人が

理解してくれないこと
ご自身の子育てについて、ご

自身や配偶者の親、親せき、

近隣の人、職場など周りの

見る目が気になること
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33.6 

29.7 

9.2 

11.1 

50.3 

25.9 

48.5 

11.9 

4.8 

22.1 

50.6 

20.3 

0.3 

25.9 

24.8 

10.6 

13.0 

60.8 

28.3 

53.8 

7.1 

7.8 

10.6 

58.3 

22.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自然にふれる機会

地域社会の活気、活発さ

子育てに必要な情報・相談窓口

芸術・文化にふれる機会

教育環境

交通・犯罪・災害などでの安全性

子どもがのびのび遊べる場所

近所づきあい、親しい友人

子ども同士のつながり

保育園、幼稚園などの就学前施設

医療機関

その他

不明・無回答

就学前児童（N=714） 小学生児童（N=424）

（７）子育てを行う場所の意向 

子どもを育てる場所を自由に選べるとしたら、今後も摂津市で育てたいと思うかについ

ては、就学前児童、小学生児童ともに「育てたいとは思わない」が「育てたい」を上回っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摂津市で子どもを育てるために不足している、あるいは不満だと思う理由では、「医療機

関」「教育環境」「子どもがのびのび遊べる場所」が４割以上と群を抜いて高く、今後も充

実が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.3 

35.9 

53.7 

60.7 

4.0 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=1,329）

小学生児童

（N=699）

育てたい 育てたいとは思わない 不明・無回答
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22.0 

22.6 

21.9 

16.8 

21.6 

16.3 

11.7 

15.8 

7.1 

9.9 

8.3 

9.3 

16.2 

24.7 

26.6 

23.3 

24.8 

34.7 

35.1 

28.1 

57.3 

16.0 

13.0 

18.7 

38.3 

31.6 

50.4 

47.7 

51.5 

54.9 

40.6 

45.0 

56.7 

23.9 

72.8 

72.9 

69.2 

48.9 

49.1 

2.9 

3.1 

3.4 

3.5 

3.1 

3.5 

3.5 

2.9 

4.1 

4.1 

3.8 

3.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民の子育てに対する関心が

高まってきていると思いますか

地域の子育て支援施策が

充実していると思いますか

子育てグループ、子育てボランティア活動

が活発に行われていると思いますか

親になることへの意識を育てる場が充実し、親

としての意識が高まってきていると思いますか

保育サービスが

充実していると思いますか

学童保育など放課後児童健全育成事業が

充実していると思いますか

男女がともに子育てや家事などに

積極的に参加できていると思いますか

妊産婦や乳幼児、思春期の心身の

健康づくりが充実していると思いますか

小児科医療体制が

充実していると思いますか

ひとり親家庭の自立支援が

充実していると思いますか

障がいのある子どもに対する相談支援や療育

、生活支援などが充実していると思いますか

児童虐待から子どもを守る環境が

整ってきていると思いますか

子どもにとって学ぶ環境が

充実してきていると思いますか

犯罪被害にあうことの少ない

安全・安心なまちだと思いますか

就学前児童（N=1,329）

19.3 

11.0 

16.9 

9.3 

16.5 

22.3 

9.9 

9.7 

7.6 

8.9 

14.0 

9.9 

11.6 

13.3 

26.0 

36.6 

26.8 

28.3 

32.0 

27.3 

35.1 

27.6 

66.7 

15.6 

11.3 

16.6 

45.6 

33.5 

51.6 

49.5 

53.5 

59.5 

48.8 

47.1 

52.2 

59.5 

22.7 

71.8 

71.1 

69.7 

40.2 

50.4 

3.0 

2.9 

2.9 

2.9 

2.7 

3.3 

2.9 

3.1 

3.0 

3.7 

3.6 

3.9 

2.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童（N=699）

はい いいえ どちらでもない 不明・無回答

該当なし

（８）子育て施策 

摂津市の子育て施策では、市民の子育てに対する関心の高まり、地域の子育て支援施策、

子育てグループや保育サービスの充実、ボランティア活動の活発化などが進んできている

ことがうかがえます。 

一方、男女共同参画や保育サービス、小児科医療体制、子どもにとって学ぶ環境、安全・

安心のまちづくりなどの施策の充実が求められています。 
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７ 摂津市次世代育成支援後期行動計画の進捗状況 

 

（１）特定事業の整備目標の進捗状況 

  特定事業の整備目標に対する進捗状況では、特定保育事業、トワイライトステイ事業、

病児保育事業を除き、目標には到達していない事業もあるものの、全体的に進捗がみられ

ます。 

  特に通常保育事業では目標に対して 60人定員増となっています。また、延長保育事業

でも目標利用者数の 250人に対して、平成 25年度で 686人と 436人多くなっていま

す。 

  一方、病後児保育、一時預かり事業では、事業は実施しているものの、予測ほど利用が

進んでいない状況があります。 

 

事業名 単位 
目標 

【Ｈ26年度】 
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 

通常保育事業 
定員（人） 1,725 1,675 1,705 1,735 1,785 

か所数 17 16 17 17 17 

特定保育事業 か所数 検討 未実施 未実施 未実施 未実施 

延長保育事業 
利用者数（人） 250 221 383 337 686 

か所数 17 17 17 17 17 

夜間保育事業 
利用者数（人） 5  3 3 3 

か所数 1  1 1 1 

トワイライトステイ事業 か所数 1 未実施 未実施 未実施 未実施 

休日保育事業 
定員（人／日） 10 10 10 10 10 

か所数 1 1 1 1 1 

病児 

・病後児保育事業 

病後児 

利用者数（人） 
160 18 13 15 17 

か所数 1 1 1 1 1 

病児対応 検討 未実施 未実施 未実施 未実施 

放課後児童健全育成事業

（学童保育） 

利用者数（人） 670 661 660 663 667 

か所数 10 10 10 10 10 

地域子育て支援拠点事業 
広場型（か所） 9 5 5 7 7 

センター型（か所） 1 1 1 1 1 

一時預かり事業 
利用者数（人） 5,000 3,944 3,325 3,235 3,267 

か所数 9 8 8 8 9 

ショートステイ事業 か所数 4 3 3 3 3 

ファミリー・サポート 

・センター事業 
か所数 1 1 1 1 1 
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（２）重点施策にみる進捗状況 

① 次代を担う子どもを育てる家庭を支える環境づくり 

 

●わかりやすい相談窓口の開設や情報提供の推進 

・平成 22年度に「せっつみんなで子育てガイド」を作成・発行し、情報提供に努め

ました。また、平成 24年度は再編集し、親子連れのおでかけに便利な各駅の情報

などを詳しく掲載しました。 

・平成 23年度に子どもの福祉に関する業務を教育委員会に移管し、教育と福祉の業

務の統合を図りました。また、赤ちゃんから就学前までに必要な情報をまとめた「せ

っつ子育てつながりブック」を作成し、配布しました。 

・市ホームページ子育てポータルサイト「せっつみんなで子育てねっと」のわかりや

すい的確な情報の更新に努めました。 

・そのほか、市広報紙などを通しての啓発、こどもフェスティバルなどを通して、子

育てに関する情報提供や意識啓発に努めました。 

 

●子育てへの「ちょっとした思いやり」の行動の拡充 

・身近で気軽にできる「ちょっとした思いやり」の行動を広め、地域や社会による支

えられ感を高めることができるよう、「せっつ子育て応援隊」の立ち上げや活動を

支援するとともに、子育て応援の啓発活動や交流会を行いました。 

・応援隊の活動を多くの人に知ってもらうため、チラシ、ポスター、子育て情報誌を

配布するとともに、応援隊は缶バッジをつけ、子育てのイベント等で子育て中の親

に広く周知しました。 

・子育て応援隊の活動として、市役所会議室を活用し、来庁される子育て世帯を対象

に「子育て応援ひろば」を、平成 25年度は月１回、平成 26年度は週１回開催し

ました。 

 

●地域子育て支援拠点と一時預かりの場の拡充 

・母子健康手帳交付時に配付する「妊婦さん保育所スマイルカード」のほか「赤ちゃ

んとふれあいガイド」を通じて、妊娠期から保育所に関わって乳児とふれあう体験

や子育てを知る機会を提供しました。 

・一時預かり事業は、平成 22年度に安威川以南地域で３か所増の計８保育所となり、

利用が促進されました。 

・地域子育て支援拠点事業は、広場型を 22年度に１か所、24年度に２か所、26

年度に１か所、それぞれ増やし、計８か所となりました。地域子育て支援センター

におけるセンター型１か所と連携し、事業の充実に努めています。 
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項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

一時預かり 
か所数 8 8 8 9 

利用者数 3,944 3,325 3,235 3,267 

地域子育て 

支援拠点 

センター型か所数 1 1 1 1 

広場型か所数 5 5 7 7 

延べ利用者数 30,288 27,895 36,377 35,542 

 

●子育ての学びあいの機会の拡充による親育ちの支援の充実 

・子育てに自信が持てるようになるための連続講座「前向き子育てプログラム（トリ

プルＰ）」を各地域で受講できる機会を拡大し、ファシリテーター養成講座を受講

した保育士が中心となり、開催しました。 

・男女共同参画センターと NPO法人キッズぽてと・絵本よみきかせ隊おおきなかぶ

との協働事業を実施したほか、NPO法人キッズぽてとによる「ぽてとひろば」を

継続的に実施しました。 

・育児グループの活動や立ち上げについての相談、利用可能な支援などの情報提供、

グループ交流会の開催など、子育てグループの活動を支援しました。 

   

② 子育てに喜びと楽しさを感じる環境づくり 

 

●ニーズに応じた保育所の受け入れ体制の整備 

・私立保育園・認定こども園の開設・改築・建替え等により、定員を増員し、待機児

童の縮小に努めました。 

・平成 26年度には、私立保育園の改築、定員増、私立保育園２園の開設により、140

名の定員増を行いました。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

保育所 増加定員数 60 30 30 50 

 

●延長保育の拡大と休日保育・病後児保育の促進 

・延長保育は全保育所で実施しており、うち４園では午後８時まで対応しています。 

・休日保育と病後児保育は入所前と入所後に複数回全保護者に案内し周知をしました。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

休日保育 利用者数 102 57 57 131 

病後児保育 利用者数 18 13 15 17 
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 ●学童保育室の整備 

  ・学童保育のニーズに対応するために、保育室新築等による環境整備を実施しました。 

 

●父親の子育て講座を拡充し、父親の子育てへの参画促進 

・地域子育て支援センターで、父親と幼児を対象としたパパっこクラブを開催しまし

た。 

・NPO法人キッズぽてとのお父さん応援プロジェクト「パパ集まれ！」を 2か月に

１回開催しました。 

・男女共同参画センターでは、子育てを楽しみ、笑っているパパになるための講座「せ

っつパパスクール」を実施し、父親の子育てへの参画を進めるよう、取り組むとと

もに、子育てや家事に積極的に関わる父親を撮影した写真を募集した「パパの家

事・育児自慢写真コンテスト」を実施しました。 

 

 

③ 子どもの健やかな成長を支える環境づくり 

 

●生後４か月までの全戸訪問の推進 

・「こんにちは赤ちゃん訪問事業」として、４か月児健診までに保健師、助産師が全

戸訪問して、早期に産婦の体調や子育ての相談・指導を行っています。 

・里帰り出産等で訪問できない家庭などであっても、状況の把握ができるように努め、

健診時のフォロー等に取り組んでいます。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

こんにちは赤ち

ゃん訪問事業 
訪問人数 709 744 647 683 

 

●保健センターを中心に親と子の健康づくり事業の充実 

・平成 22年度に保健センターを新たに整備し、保健事業の拠点となっています。施

設の充実により、親と子が利用しやすい施設となってきており、利便性が向上して

います。 

・乳幼児健診では、一定の受診率となっているものの、未受診者への再案内や訪問な

ど、さらに取組を進めています。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

乳幼児健診 

受診率 

4 か月児 97.0％ 99.5％ 98.7％ 99.2％ 

1 歳 6 か月児 96.4％ 97.9％ 97.4％ 96.9％ 

3 歳 6 か月児 83.5％ 84.4％ 89.0％ 88.8％ 
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●乳幼児等医療費助成の充実 

・平成 26年度において、通院医療費助成の対象年齢を、従来の就学前から小学校６

年生までに拡充し、保護者の経済的負担の軽減を図りました。 

 

●障害のある子どもの支援の充実 

・平成 26年度より、障害児童センターを児童発達支援センターに名称を変更しまし

た。児童発達支援事業、放課後等デイサービスに加えて保育所等訪問支援を開始し、

本市における中核的な療育支援施設として充実を図りました。 

 

●児童虐待防止の市民への啓発とネットワークの強化 

・オレンジリボンキャンペーンを通して、「児童虐待相談カード」の配布などによる

虐待の通告・相談電話を周知し、気づいた時が支援のはじまりとして、広く児童虐

待防止の啓発を行いました。 

・要保護児童対策地域協議会において、情報を共有し連携して支援できるよう取組を

進めました。 

・ＤＶの環境下で育つ子どもは児童虐待にあたるとの見解から、児童虐待防止運動（オ

レンジリボンキャンぺーン）と女性に対する暴力防止運動（パープルリボンキャン

ペーン）の機会に相互連携を図りながら啓発を実施しました。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 

児童虐待 通報対応件数 163 件 178 件 210 件 188 件 

 

 

 

④ 子どもがたくましく育つ環境づくり 

 

●保育所と幼稚園の一体的運営を生かした「べふこども園」の充実 

・平成 24年度より摂津市立べふ幼稚園と摂津市立別府保育所が同一の施設でべふこ

ども園として教育・保育を実施しています。 

・べふ幼稚園と別府保育所の一体的運営を生かした施設となるよう、職員、保護者が

話し合いを進めました。 

・平成 26年度から保育所児、幼稚園児の５歳児混合クラスを実施しています。 
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●保育所・幼稚園・小学校の連携による就学前教育・保育の充実 

・市立保育所・幼稚園・小学校教職員、保護者を対象とした「就学前教育充実のため

のアンケート」による調査を実施し、結果を様々な観点から分析し、課題の共有化

を図りました。 

・就学前教育の充実と就学前教育から義務教育への円滑な接続を図るため、公私立幼

稚園教諭・保育士・小学校教諭向け「就学前教育実践の手引き」を作成したほか、

子どもの成長に合わせた保護者としての役割、大切にしていただきたい視点を盛り

込んだ「せっつ子育てつながりブック」を作成しました。 

・「就学前教育実践の手引き」を活用した講演会や事例発表会を開催したほか、公私

立保育所・幼稚園・認定こども園・小学校に勤務する職員間での協議や担当年齢別

情報交換会を行い、教育・保育の充実を図りました。 

 

●相談しやすい体制に向けて教育センターや学校の相談体制の充実 

・教育センターで、発達、教育、進路等の相談に対応しています。 

・各中学校区にスクールソーシャルワーカー、家庭教育相談員を配置し、全小中学校

にスクールカウンセラーを配置し相談体制の充実を図りました。 

 

●多世代・異年齢間の交流機会の充実 

・地域住民と幼児との遊びの交流や敬老の日の行事、施設訪問やふれあい訪問など、

公私立保育所・幼稚園・認定こども園でそれぞれの特徴を生かし、地域に応じた取

組を行いました。平成 26年度からは地域の高齢者と公立保育所、幼稚園児の交流

の場として「たちより体操タイム」を設定しています。  

・各小学校区の校区等福祉委員会では地域の赤ちゃんから就学前の親子を対象に「子

育てサロン」を開催し、遊びや季節に応じた行事などを通して様々な世代間交流に

取り組みました。 
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⑤ ゆとりをもって子育てができる環境づくり 

 

●子どもの安全・安心まちづくりの取組の推進 

・自治会や校区等福祉委員会、民生・児童委員、PTAや青少年活動団体、商工会、

市民ボランティアなどと協力して、セーフティパトロール隊 12団体や子どもの安

全見まもり隊、青色防犯パトロール車の巡回、こども 110番の家の設置、スクー

ルガードリーダーの市内小学校の巡視等、子どもの安全・安心まちづくりの取組を

実施しています。 

 

項 目 単 位 H22 年度 H 23 年度 H 24 年度 H 25 年度 

こども 110番の家 登録件数 1,637 件 1,562 件 1,566 件 1,540 件 

 

●子ども連れで利用しやすい公共施設の整備 

・平成 22年度に子育て中の親による子育て情報発信グループの活動として、市内の

施設の整備状況を調査し、情報誌に掲載しました。 

・コミュニティプラザや保健センターの整備等により、ベビーキープやおむつ交換台、

授乳室の設置か所が増えました。 

・平成 23年度より「赤ちゃんの駅事業」の取組として街中でおむつ替えや授乳がで

きるよう公共施設や私立保育所等を「赤ちゃんの駅」として指定し、子育て支援を

行っています。 

・イベントで授乳とおむつ替えに使用できるよう、専用の小型テントを移動式赤ちゃ

んの駅として用意し、乳児を連れて参加しやすい環境づくりを進めました。 
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８ 課題のまとめ 

 

 現状分析、ニーズ調査の結果、「摂津市次世代育成支援後期行動計画（せっつすこやか子

育てプラン）」の進捗状況などを踏まえ、「摂津市子ども・子育て支援事業計画」を進める

上での課題を整理しました。 

 

（１）教育・保育の環境づくり 

 18歳未満の子どものいる共働き家庭割合の上昇にあわせ、今後も保育ニーズの増大が

予測されています。こうした中、今後も保育事業の充実を図るとともに、低年齢児におい

ては地域型保育事業、地域子ども・子育て支援事業など、新たなサービスを活用しながら

需要に対応していくことが必要となっています。 

 一方、保育所・認定こども園（保育所部分）の入所数に比べ、幼稚園・認定こども園（幼

稚園部分）の入園数は減少傾向にあり、保育所と幼稚園の需給バランスを調整していく必

要があります。今後、幼稚園における一時預かりの充実を図り、幼稚園での長時間の受け

入れ体制を構築するなど、教育・保育事業のニーズに対応していくことが大切です。 

 

（２）家庭における子育て支援の促進 

家庭が子育ての第一義的責任を持つとの前提のもと、関係各課が子育て講座や意識啓発

の取組を進めています。ニーズ調査結果において、子育てをつらいと感じている人の子育

てのつらさを解消するために必要な支援や対策では、労働環境をはじめ、住環境やまちの

環境、子育て支援の充実、さらには子どもの犯罪や事故への対応など、多方面への対応が

求められています。今後も、これまでの施策に加え、新たな社会動向を踏まえた枠組みの

中で、施策を展開し、子育てのつらさの軽減をはじめ、子育てしやすいまちづくりの取組

を進めていく必要があります。 

 

（３）地域における子育て支援の促進 

ニーズ調査結果において、地域におけるつながりがある人のほうが、あまりない人に比

べ、子育てを楽しいと感じる傾向にあります。また、子育てを楽しいと感じている人のほ

うが、そうでない人に比べ、子育てについての悩みが少ないことから、今後も地域での子

育て支援を促進し、子育てに関する不安や負担感を軽減していくことが必要となっていま

す。 

また、育児を楽しいと感じている人のほうが、そうでない人に比べ、「子育てのストレス

などから子どもにきつくあたってしまうこと」の割合が低くなっており、地域における子

育て支援への協力を得ながら、子どもへの虐待防止にも努めていく必要があります。 
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（４）子育てと仕事の両立支援 

 本市の女性の就業状況では、全国や大阪府と同様の傾向を示していますが、全国に比べ、

2０歳～59歳における就業率は低くなっています。 

ニーズ調査結果の子どもと一緒に過ごす時間においては、母親に比べ、父親のほうが不

十分と思う割合が高く、育児に参加しづらい環境があります。また、子育てや教育につい

て、父親も参加している家庭のほうが、そうでない家庭に比べ、子育てが楽しいと感じる

割合が高くなっていることから、今後も父親の育児や教育への参加を進めていく必要があ

ります。 

 一方、ニーズ調査結果の育児休業を取得せず、働いた理由をみると、「職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった」との回答もみられています。家庭における子育て・教育が促

進されるよう、企業における理解や配慮もより一層重要になっています。 

 

 

（５）子どもの成長、学び、安全対策の促進 

 ニーズ調査結果において、今後の子育てを行う場所の意向では、本市で子どもを育てた

いと思わない人は、遊び場の確保や教育環境、医療機関の充実を求めています。 

また、子育て施策の満足度をみると、市民への子育てに関する啓発活動をはじめ、地域

の子育て支援などの施策に対する満足度が上がっています。一方、保育サービスをはじめ、

父親の育児への参加、小児科医療体制や子どもの遊び場、犯罪防止などは、不満と思う人

の割合が高く、今後もこうした施策の充実が求められています。 

  

 


